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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第３四半期
連結累計期間

第71期
第３四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2023年４月１日
至2023年12月31日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （百万円） 94,112 97,434 124,012

経常利益 （百万円） 3,594 2,822 3,562

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,607 1,812 2,523

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,680 2,507 2,180

純資産額 （百万円） 56,357 57,406 55,857

総資産額 （百万円） 89,468 92,611 87,938

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 70.68 49.13 68.41

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.0 62.0 63.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,057 1,196 4,303

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,917 △4,001 △2,285

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,201 646 △2,025

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 20,039 19,955 22,034

 

回次
第70期

第３四半期
連結会計期間

第71期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年10月１日
至2022年12月31日

自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 34.51 28.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社をいう。）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ禍の行動制限の解除により、社会活動が徐々に正常化

し、回復が進みました。一方、不安定な国際情勢、円安に起因するエネルギーや原材料／資材の価格高騰は継続して

おり、先行き不透明な状況で推移しました。

住宅設備機器業界におきましては、物価上昇やアフターコロナによる消費行動の変化による影響を受け、新設住宅

着工戸数における持家の前年割れが継続しました。

このような中、当社グループ（当社及び連結子会社をいう。以下同じ。）は、2021中期経営計画（2021-2023年

度）の最終年にあたり、「持続的な成長」に向けた企業価値向上に努めてまいりました。また、原材料／資材の価格

高騰に対応するため、2023年６月より一部商品の価格改定を行いました。

商品面では、当社が日本で初めてシステムキッチンを発表して50周年となる本年、フラッグシップ商品であるステ

ンレスシステムキッチン「ＣＥＮＴＲＯ（セントロ）」を2023年６月にモデルチェンジしました。この「ＣＥＮＴＲ

Ｏ」にラインナップしたステンレスワークトップ「バイブレーションダーク」が、2023年度グッドデザイン賞を受賞

し、さらに審査員一人ひとりが特に注目した１品を選ぶ「私の選んだ一品」にも選出されました。

販売面では、直需部門にて限定販売していたイタリアを代表する高級キッチンブランド「Ｖａｌｃｕｃｉｎｅ」の

日本限定国産モデル「ＶａｌｃｕｃｉｎｅＪＰ」を全国で販売開始しました。また、生活価値提案の充実を図ること

を目的として2023年11月に長崎ショールームを移転し、オープンしました。さらに、ショールームでの価値提供強化

を図るため、自宅などから直接相談できる「オンライン相談」やショールーム見学が疑似体験できる「オンライン

ショールーム」などのＷＥＢコンテンツの提供にも継続して取り組んでまいりました。

生産面では、東西の生産拠点での生産性向上、ＶＥ活動を推進し、原価低減に努めてまいりました。

当第３四半期連結累計期間の売上高を部門別にみますと、厨房部門は前年同期比5.0％増の79,717百万円、浴槽・

洗面部門は前年同期比3.5％減の11,598百万円となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比3.5％増の97,434百万円となりました。利益面で

は営業利益は同24.4％減の2,397百万円、経常利益は同21.5％減の2,822百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は同30.5％減の1,812百万円となりました。

 

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は92,611百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,672百万円増加いたし

ました。流動資産は58,576百万円となり、1,789百万円増加いたしました。これは受取手形、売掛金及び契約資産が

859百万円、電子記録債権が1,723百万円、商品及び製品が1,044百万円増加した一方、設備投資等により現金及び預

金が2,078百万円減少したこと等によります。固定資産は34,035百万円となり、2,883百万円増加いたしました。これ

は有形固定資産が1,146百万円、無形固定資産が714百万円、投資その他の資産が1,022百万円増加したことによりま

す。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は35,205百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,124百万円増加いたし

ました。流動負債は28,320百万円となり、1,932百万円増加いたしました。これは電子記録債務が1,077百万円、短期

借入金が668百万円増加したこと等によります。固定負債は6,884百万円となり、1,191百万円増加いたしました。こ

れは長期借入金が1,161百万円増加したこと等によります。

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は57,406百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,548百万円増加いた

しました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益が1,812百万円、配当金の支払が959百万円、その他有価証券評

価差額金の増加が596百万円あったこと等によります。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の63.5％から

62.0％になりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ2,078

百万円（9.4％）減少して19,955百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は1,196百万円（前年同期比13.2％増）となり

ました。これは税金等調整前四半期純利益が2,771百万円、減価償却費が2,885百万円、仕入債務の増加が1,235百万

円あった一方、売上債権の増加が2,646百万円、棚卸資産の増加が1,825百万円、法人税等の支払が941百万円あった

こと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は4,001百万円（前年同期比108.7％増）となり

ました。これは生産設備の改修等、ショールーム移転・改装等により有形固定資産の取得による支出が2,472百万

円、情報システム構築に伴う無形固定資産の取得による支出が1,569百万円あったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において、財務活動の結果得られた資金は646百万円（前年同期は1,201百万円の使用）

となりました。これは長期借入れによる収入が3,000百万円あった一方、長期借入金の返済による支出が1,170百万

円、配当金の支払が959百万円あったこと等によるものです。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、962百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループの連結売上高に占める厨房部門の売上高割合は、当第３四半期連結累計期間81.8％、前連結会計年度

81.3％となっております。新設住宅着工戸数の低迷、原材料／資材の価格高騰が続く先行き不透明な経営環境の中、

競合他社との競争が一層激化するものと思われます。このような状況下において、消費者ニーズに適宜対応できな

かった場合、厨房部門のシステムキッチンの販売動向に影響し、当社グループの経営成績に影響を与えることが考え

られます。

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況につきましては、営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べ139百万円増加し、

1,196百万円となりました。

投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べ2,083百万円増加し、4,001百万円となりました。

財務活動の結果得られた資金は、646百万円（前年同期は1,201百万円の使用）となりました。

なお、詳細につきましては、第２［事業の状況］２［経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析］(2)キャッシュ・フローの状況に記載しておりますのでご参照ください。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の資金は、前連結会計年度末に比べ2,078百万円減少し、19,955百万円

となりました。

当社グループは、現在、運転資金及び設備投資資金について、内部留保資金又は借入により調達することとしてお

ります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,442,374 37,442,374
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数は100

株であります。

計 37,442,374 37,442,374 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 37,442,374 － 13,267 － 12,351

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 551,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 36,870,500 368,705 －

単元未満株式 普通株式 20,474 － －

発行済株式総数  37,442,374 － －

総株主の議決権  － 368,705 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 4株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

クリナップ株式会社
東京都荒川区西日暮

里６丁目22番22号
551,400 － 551,400 1.47

計 － 551,400 － 551,400 1.47

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は551,415株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,534 19,455

受取手形、売掛金及び契約資産 15,455 ※３ 16,315

電子記録債権 14,519 ※３ 16,242

有価証券 993 986

商品及び製品 1,735 2,779

仕掛品 184 239

原材料及び貯蔵品 1,339 1,544

その他 1,025 1,012

流動資産合計 56,787 58,576

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,907 7,146

その他（純額） 13,183 14,090

有形固定資産合計 20,091 21,237

無形固定資産 4,170 4,885

投資その他の資産   

投資有価証券 4,210 5,067

退職給付に係る資産 － 40

その他 2,796 2,920

貸倒引当金 △116 △115

投資その他の資産合計 6,890 7,913

固定資産合計 31,151 34,035

資産合計 87,938 92,611
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,025 8,184

電子記録債務 8,090 9,168

短期借入金 1,344 2,012

未払金 5,140 5,883

未払法人税等 732 663

契約負債 936 870

賞与引当金 1,169 297

製品保証引当金 69 69

資産除去債務 － 2

その他 878 1,168

流動負債合計 26,387 28,320

固定負債   

長期借入金 1,682 2,843

役員退職慰労引当金 416 416

資産除去債務 429 429

退職給付に係る負債 115 －

その他 3,049 3,195

固定負債合計 5,693 6,884

負債合計 32,081 35,205

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,267 13,267

資本剰余金 12,351 12,351

利益剰余金 29,499 30,352

自己株式 △419 △419

株主資本合計 54,698 55,551

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,572 2,169

為替換算調整勘定 152 237

退職給付に係る調整累計額 △565 △552

その他の包括利益累計額合計 1,159 1,854

純資産合計 55,857 57,406

負債純資産合計 87,938 92,611

 

EDINET提出書類

クリナップ株式会社(E02406)

四半期報告書

 9/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 94,112 97,434

売上原価 63,521 66,074

売上総利益 30,591 31,359

販売費及び一般管理費 27,419 28,961

営業利益 3,171 2,397

営業外収益   

受取利息 12 10

受取配当金 124 128

仕入割引 252 261

その他 109 86

営業外収益合計 498 487

営業外費用   

支払利息 16 19

その他 59 43

営業外費用合計 75 62

経常利益 3,594 2,822

特別利益   

固定資産売却益 0 41

投資有価証券売却益 208 －

特別利益合計 208 41

特別損失   

固定資産除売却損 32 82

減損損失 2 7

投資有価証券評価損 － 2

特別損失合計 35 92

税金等調整前四半期純利益 3,768 2,771

法人税等 1,160 958

四半期純利益 2,607 1,812

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,607 1,812
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 2,607 1,812

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5 596

為替換算調整勘定 120 84

退職給付に係る調整額 △42 13

その他の包括利益合計 73 695

四半期包括利益 2,680 2,507

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,680 2,507

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,768 2,771

減価償却費 2,388 2,885

賞与引当金の増減額（△は減少） △899 △872

売上債権の増減額（△は増加） △4,295 △2,646

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,161 △1,825

仕入債務の増減額（△は減少） 2,264 1,235

未払金の増減額（△は減少） 741 853

その他 △591 △382

小計 2,213 2,018

利息及び配当金の受取額 137 139

利息の支払額 △18 △19

法人税等の支払額 △1,276 △941

法人税等の還付額 0 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,057 1,196

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,088 △2,472

有形固定資産の売却による収入 0 46

無形固定資産の取得による支出 △1,121 △1,569

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

投資有価証券の売却による収入 302 －

その他 △5 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,917 △4,001

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,500 －

長期借入れによる収入 3,000 3,000

長期借入金の返済による支出 △1,548 △1,170

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △959 △959

その他 △194 △223

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,201 646

現金及び現金同等物に係る換算差額 114 79

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,947 △2,078

現金及び現金同等物の期首残高 21,986 22,034

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 20,039 ※ 19,955
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１ 保証債務

 従業員の金融機関からの借入金に対する保証債務は、次のとおりであります。

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

従業員 6百万円 従業員 5百万円

 

　２ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 622百万円 739百万円

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

受取手形 －百万円 28百万円

電子記録債権 － 732

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年12月31日）

現金及び預金勘定 19,539百万円 19,455百万円

有価証券勘定 1,294 986

償還までの期間が３か月を超える債券等 △794 △486

現金及び現金同等物 20,039 19,955
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日至2022年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

　定時株主総会
普通株式 479 13 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

2022年11月７日

　　取締役会
普通株式 479 13 2022年９月30日 2022年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日至2023年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

　定時株主総会
普通株式 479 13 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

2023年11月７日

　　取締役会
普通株式 479 13 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、住宅及び店舗・事業所用設備機器関連事業とその他事業を行っておりますが、報告セグメン

トは単一セグメントであり、重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日至2022年12月31日）

（単位：百万円）

 事業部門

合計
 

住宅及び店舗・事業所用

設備機器関連
その他

一時点で移転される財

一定の期間にわたり移転される財

87,911

2,397

3,697

106

91,608

2,503

顧客との契約から生じる収益 90,308 3,804 94,112

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 90,308 3,804 94,112

（注）報告セグメントは単一セグメントであるため、事業部門別に記載をしております。

 

当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日至2023年12月31日）

（単位：百万円）

 事業部門

合計
 

住宅及び店舗・事業所用

設備機器関連
その他

一時点で移転される財

一定の期間にわたり移転される財

91,943

1,404

4,008

77

95,951

1,482

顧客との契約から生じる収益 93,347 4,086 97,434

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 93,347 4,086 97,434

（注）報告セグメントは単一セグメントであるため、事業部門別に記載をしております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益 70円68銭 49円13銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,607 1,812

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（百万円）
2,607 1,812

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,891 36,890

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2024年２月６日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の

取得を以下のとおり実施いたしました。

 

（1）自己株式の取得を行う理由  

株主還元の充実及び資本効率の向上を図るため

（2）自己株式取得に関する取締役会の決議内容

①取得対象株式の種類 当社普通株式

②取得し得る株式の総数

 

825,800株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.23％）

③株式の取得価額の総額 700,000,000円（上限）

④自己株式取得期間 2024年２月７日～2024年２月29日

⑤取得の方法

 

東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）に

よる買付け

  

（3）自己株式の取得結果  

①取得対象株式の種類 当社普通株式

②取得した株式の総数 825,800株

③株式の取得価額の総額 640,820,800円

④取得日 2024年２月８日

⑤取得の方法

 

東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）に

よる買付け

 

 

２【その他】

　2023年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………479百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………13円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2023年12月１日

（注）2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月14日

クリナップ株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 南　成人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 春田　岳亜

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリナップ株式

会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリナップ株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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